
第８０回 宮城県災害対策本部会議 議事要旨 

 

１ 日 時 

   平成２３年６月２日 １０時００分 

２ 場 所 

  県庁行政庁舎４階 庁議室 

３ 配布資料 

  第８０回宮城県災害対策本部会議資料 

４ 議事要旨 

  ○村井災害対策本部長 

  ・応急仮設住宅について，第１次から第９次分までとして１５市町において２１３団地１４， 

９７４戸が着工し，そのうち，１３９団地１１，１７２戸分が完成した。５月末までに１１，

０００戸の完成という目標については達成できたと考えている。そこに第１０次分８７９戸を

追加する予定である。よって，第１０次までの合計は１５市町において，２１４団地１５，８

５３戸となる。 

離島へも建設を進めている。これまでに気仙沼市大島の２地区に６３戸が完成し，塩釜市の

浦戸諸島２地区にも２７戸を着工建設中である。女川町の出島についても，建設の要望がある

が，連絡航路とライフライン復旧後に着工する予定である。岩手県，宮城県，福島県で各々の

目標に到達しているのは宮城県のみであるとして，国土交通省の政務官からお誉めの言葉を頂

いた。 

   

○小野寺危機管理監 

  ・死者数については，前回より２１名増加して９，０３４人である。 

・行方不明者については，５，０６７人である。 



・避難者数は前回より１，０００人程減って，２５，４８９人である。 

・各部の被害額については，農林水産部関係で約３００億円ほど増額し，合計２兆６，３８２

億円である。 

   

  ○今野総務部長 

  ・特になし。 

 

  ○伊藤震災復興・企画部長 

  ・離島航路だが，大島汽船が前回までの５往復から８往復になった。震災前は１２～１３ 

往復であった。 

   

○小泉環境生活部長 

  ・福島第一原子力事故に係るモニタリング結果について，低い数値で安定している。 

   

○岡部保健福祉部長 

・震災孤児について，前回報告は９５人だったが，新たに３名の高校生が孤児になられた。

仙台市，気仙沼市，石巻市で１名ずつ，いずれも親戚等により保護された。第１段として，

１０件１８人，里親登録が承認された。 

  ・災害ボランティアについて，５月３０日に１２３人，３１日に９８７人，これまで平日２，

０００名が大幅に減っているが，これは台風２号による大雤の影響と推測される。５月末ま

でのボランティア数は累計で２０万７千人を超えている。 

・仮設住宅に関して，民間賃貸住宅による仮設住宅入居決定については，前回２５，０００ 

件あまりの入居決定であったが，今回は２，８０５件が入居決定した。 

   

  ○農林水産部 

  ・被害額については１,７５３億円であり，養殖施設の推計値から調査値へ切り替えた為約３



００億円ほど増額となった。 

  

 ○橋本土木部長 

  ・応急仮設住宅建設状況についてだが，要望戸数に対する着工戸数は残り７，０００戸程度

である。石巻市，気仙沼市，山元町，女川町，南三陸町が残っている。山元町については町

で発注する。亘理町については追加要望があったが，今後ともしっかり対応していく。 

   

○自衛隊 

  ・食料と給水支援は緩やかに減少傾向にある。 

  ・支援物資のカタログが出来上がった。 

   

○竹内警察本部長 

  ・遺体の状況だが，昨日は１０体，３０日が２体，５月３１日に２４体収容と１ヶ月ぶりに

収容数２０体を超えた。この三日間において陸上は３６体のうち１０体である。 

  ・台風の影響で海が荒れた為，瓦礫や漁網に引っかかっていた遺体が浮揚した可能性があ 

ると推測している。 

・５月合計で３０６体，１日平均９.９体の遺体を収容した。９，１５６体のうち，引き渡し

については家族が７，６６１体，市町村が１，４８３体（そのうち３８０体くらいは引き渡

し後に身元反映），合計９，０９９体であり，引き渡し率は９９．４％である。 

・震災後飲酒運転が昨年に比べて倍増した。死亡事件も１件発生した。５月が増えている。

日曜日の夜が多い。半数は被災地もしくはそれに近接する地域の居住者である。被災による

ストレスが原因と推測される。 

  ・被災地及び近接する居住者による事故が多発している。 

   

 

 



○教育委員会 

  ・被害額が約３５億円増額した。 

 

○村井災害対策本部長 

  ・東内閣府副大臣より昨日自身の政治的信念に基づき辞表を提出したとの連絡が入った。 

辞表が受理された場合，政府に対する新たな要請が必要であると考えている。 

  ・次回は６月６日１０時００分に開催する。 


